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　　　　　　　　　　　　　　　　　要約
母乳育児を推進するためには、母乳栄養や母乳育児に関する正しい理解が必要である。本研究においては、母乳育児

の推進に寄与する知見を得るために、現在、栄養士として働いている721名について、1989年に㎜0／U▽ICEFが共同声

明で発喪した「母乳育児成功のための10力条」（以下「母乳育児10力条」）の認知度、実践度、ならびに母乳育児に関

する意識調査を実施した。

その結果、栄養土の「母乳育児10力条」の認知度、実践度は大変低かった。しかし、母乳育児を積極的に推進して

いこうとする者や、母乳育児に関する教育の必要性を感じている者は少なく、栄養士の母乳育児についての関心は低か

った。一方において、母乳の出ない母親、与えられない母親への配慮の必要性をあげる者が多かった。また、母乳にこ

だわりすぎる母親への対応に苦慮している様子がみられた。

母乳育児の確立．には、複雑多様な要素が含まれるため、多くの専門分野を包括した知識が必要であり、それに関わる

専門職種も医師、保健師、助産師、看護師、栄養士、ソーシャルワーカーなど多岐にわたる。これらの専門家たちに必

要とされるのは、母乳と母乳育児を軸として、包括的に母乳育児支援を行うことである。今後、栄養士は、母乳育児支

援に重要な役割をもっ専門家としての自覚をもち、他職種からも認められるように変わっていくことが必要である。そ

のためには、栄養士自らが、母乳育児について学びを深めていくこと、さらにその学びを乳児の母親とその家族や思春

期の女性への母乳育児の教育に活かしていくことが重要である。
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1．研究目的

　我が国における母乳育児推進の取り組みは、これまで

に一部の医療機関において様々な形でなされてきている。

また、妊婦の96，0％は、母乳で育てたいと考えているこ

とが近年の調査蓋）により明らかにされている。しかし、

授乳期の栄養方法は、10年前に比べて、母乳を与える割

合（母乳栄養と混合栄養の合計）は生後1か月、3か月

時点で10年前に比べて微増したものの、母乳だけを与え

る（以下、母乳栄養という）割合は減少傾向にあり、い

ずれの時点においても混合栄養の割合が母乳栄養の割合

を上回っており、母乳育児率の著しい増加には至ってい

ないことから、母乳育児推進のために何らかの方策を講

じる必要があると考える。

　母乳育児を推進するためには、母乳や母乳育児に関す

る正しい理解が必要であると共に、母乳を与える過程で

生じる不安や心配を解決できるように、多職種による

様々な角度からの総合的な支援が必要である。しかし、

現在までに、栄養士（管理栄養士を含む、以下同じ）の

母乳育児の推進への関与にっいては、著者ら2）が栄養士、

ならびに保育士養成施設校の学生について、母乳や母乳

育児にっいての理解と、母乳育児推進に対する意識の現

状を明らかにしている以外は、ほとんど報告されていな

い。

　そこで、本研究においては、母乳育児の推進に寄与す

る知見を得るために、現在、栄養士として働いている者

について、1989年にWHO／UMCEFが共同声明で発表した

「母乳育児成功のための10力条」（以下「母乳育児10

力条」）の認知度、実践度、ならびに母乳育児に関する意

識調査を実施した。

∬．研究方法

1．調査方法および内容

　調査対象者は、北海道、宮城県、福井県、埼玉県、東

京都、千葉県、静岡県、滋賀県、大阪府、兵庫県、鹿児

島県において、妊産婦や乳幼児の栄養に関する研修会に

参加した栄養士721名である（表1）。参加者には、会場

で調査票を配布し、回答後にその場で回収した。調査時

期は平成16年4月～17年1月である。

　調査票は、回答者の属性、ヂ母乳育児10力条」の認知

度、実践度についての設間、ならびに母乳育児について

の意識を自由に記載する部分から構成されている。

　f母乳育児10力条」の認知度にっいては、「まったく

知らなかった」、欄いたことはあるが、内容までは知ら

なかった」、「少しならば内容を知っていた3、「内容にっ

いてよく知っていた涯、「内容についてよく知っており、

それを職場で実践している（いた）」の5段階で評価し、

年齢別に集計した。なお、ギ少しならば内容を知っていた」

とした者は、内容を知っていた項臼についても回答を依

頼した。

　統計解析はSPSS（Ver，13，0）を用いた。自由記述につ

いてはKJ法を用いて分類した。

2．倫理的配慮

　調査依頼の文書にて研究の趣旨を提示し、調査への協

力は任意、無記名であること、統計的に回答を処理し、

対象者に不利益を被らないことを説明した。データは研

究目的以外に使用しないことを調査依頼文書に示し、質

問紙の回答をもって承諾を得たものとした。

皿．研究結果

1．回答者の属性

　調査対象者721名の性別は、男性13名（1．8％）、女性

676名（93，8％）、無回答32名（4．4％）であった（表2）。

　調査対象者の年齢構成は、20歳代220名（30，5％）、

30歳代（2L1％）、40歳代（22．3％）、50歳代113名

（15，7％）、60歳以上16名（2．2％）、不明59名（8，2％）

であった（表3）。

　調査対象者の勤務先部門は、行政282名（39．1％）、

社会福祉施設197名（27，3％）、医療施設77名（10，8％）、

企業14名（1．9％）、幼稚園12名（L7％）、大学・短期

大学・専門学校9名（1．2％）、小・中・高等学校3名（0．4％）、

その他72名（10．0％）、不明55名（7．6％）であった（表

4）。

2．r母乳育児10力条」の年齢別認知度

　ギ母乳育児10力条」の年齢別認知度を示す（表5）。

「まったく知らなかった」と回答したのは、20歳代101

名（45，9％）、30歳代54名（35．5％）、40歳代55名（34．2％）、

50歳代30名（26．5％）、60歳以上3名（18．8％）、年齢

不明15名（25，4％）であった。「聞いたことはあるが、

内容までは知らなかった」にっいては、20歳代51名

（23．2％）、30歳代37名（24．3％）、40歳代37名（23。O％）、

50歳代35名（31．0％）、60歳以上7名（43．8％）、年齢

不明21名（35．6％）であった。ヂ少しならば内容を知っ

ていた」にっいては、20歳代54名（24．5％）、30歳代

44名（28．9％）、40歳代57名（35．4％）、50歳代38名

（33，6％）、60歳以上4名（25．0％）、年齢不明18名

（30，5％）であった。「内容についてよく知っていた」に

ついては、20歳代11名（5，0％）、30歳代16名（10，5％）、

40歳代9名（5．6％）、50歳代4名（3，5％）、60歳以上2

名（12．5％）、年齢不明2名（3。4％）と少なかった。「内

容についてよく知っており、それを職場で実践している

（いた）3にっいては、20歳代1名（O．5％）、30歳代な

し、40歳代2名（L2％）、50歳代3名（2．7％）、60歳

以上なし、年齢不明1名（L7％）とほとんどいない状態

であった。
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3．「母乳育児10力条」の各項目の年齢別認知度

　「母乳育児10力条」の各項目の年齢別認知度を示す

（表6）。各項目の認知度の集計にあたり、表5において

「まったく知らなかった」、「聞いたことはあるが内容ま

では知らなかった」と回答した者は10力条すべてを知ら

なかったと解釈した。r少しならば内容を知っていた3と

回答した者は、知っていたとして選択した項目について、

また、「内容についてよく知っていた」、「内容についてよ

く知っており、それを職場で実践している（いた）」と回

答した者にっいては、10力条すべてを知っていると解釈

して認知度を求めた。

　「L母乳育児の方針を全ての医療に関わっている人

に、常に知らせること」にっいては、20歳代21名（9，5％）、

30歳代20名（13，2％）、40歳代18名（1L2％）、50歳

代16名（14．2％）、60歳以上2名（12．5％）、不明4名

（6。8％）であった。「2。全ての医療従事者に母乳育児を

するために必要な知識と技術を教えること」については、

20歳代26名（11．8％）、30歳代22名（14．5％）、40歳

代20名（12．4％）、50歳代17名（15．0％）、60歳以上2

名（12，5％）、不明5名（8．5％）であった。「3，全ての

妊婦に母乳育児の良い点とその方法をよく知らせるこ

と」については、20歳代25名（11，4％）、30歳代28名

（18．4％）、40歳代29名（18。0％）、50歳代18名（15．9％）、

60歳以上5名（3L3％）、不明6名（10．2％）であった。

「4，母親が分娩後、30分以内に母乳を飲ませられるよ

うに援助をすること」については、20歳代35名（15．9％）、

30歳代46名（30．3％）、40歳代47名（29。2％）、50歳

代26名（23．0％）、60歳以上6名（37．5％）、不明9名

（15，3％）であった。「5，母親の授乳の指導を充分にし、

もし、赤ちゃんから離れることがあっても母乳の分泌を

維持する方法を教えてあげること」にっいては、20歳代

24名（iO．9％）、30歳代23名（15．1％）、40歳代21名

（13．0％）、50歳代21名（18．6％）、60歳以上4名（25，0％）、

不明6名（IO．2％）であった。「6，医学的な必要がない

のに母乳以外のもの、水分、糖水、人工乳を与えないこ

と」については、20歳代30名（13，6％）、30歳代32名

（2L1％）、40歳代33名（20．5％）、50歳代21名（18，6％）、

60歳以上3名（18，8％）、不明7名（1L9％）であった。

「7，母子同室にすること。赤ちゃんと母親が1日中24

時間、一緒にいられ，るようにすること」については、20

歳代34名（15．5％）、30歳代45名（29。6％）、40歳代

50名（3L1％）、50歳代31名（27，4％）、60歳以上5名

（3L3％）、不明13名（22．0％）であった。ヂ8，赤ちゃ

んが欲しがるときに、欲しがるままに授乳をすすめるこ

と」については、20歳代49名（22．3％）、30歳代51名

（33，6％）、40歳代52名（32，3％）、50歳代34名（30，1％）、

60歳以上5名（3L3％）、不明14名（23．7％）であった。

「9，母乳を飲んでいる赤ちゃんにゴムの乳首やおしゃぶ

りを与えないこと」にっいては、20歳代26名（U．8％）、

30歳代28名（18．4％）、40歳代24名（14。9％）、50歳

代16名（14，2％）、60歳以上4名（25．0％）、不明7名

（1L9％）であった。「10．母乳育児のための支援グルー

プを作って援助し、退院する母親に、このようなグルー

プを紹介すること」にっいては、20歳代19名（8．6％）、

30歳代22名（14．5％）、40歳代17名（10．6％）、50歳

代16名（14，2％）、60歳以上2名（12．5％）、不明7名

（11．9％）であった。

　認知度を全年齢でみると、「4，母親が分娩後、30分以

内に母乳を飲ませられるように援助をすること」、「7。母

子同室にすること。赤ちゃんと母親が1日中24時間、一

緒にいられるようにすること」、「8，赤ちゃんが欲しがる

ときに、欲しがるままに授乳をすすめること」の三項臼

については20％を超えていた。しかし、その他の項目に

ついては10％台であり、栄養士の「母乳育児10力条」

の認知度は、全般的に低かった。

4．母乳育児に関しての考え

　母乳育児に関する意識にっいて、自由記載を求めた。

調査対象者721名中、自由記載回答者は322名（44．7％）

であった。自由記載の内容を、KJ法を用いて分類したと

ころ、以下に示す8つの大項目、390件の意見にまとめ

られた（表7）。

4－1．母乳育児に賛成、積極的な推進が璽要

　母乳育児に賛成の意見の中で最も多かったのが、r母乳

育児を積極的に推進すべき3、紅母乳育児のよさを普及さ

せることが重要」（31名）であった。人工乳による育児に

対して「母乳育児は親子のコミュニケーション、スキン

シップの点で優れているので、推進すべき」（19名）も

多かった。

4－2．母乳育児に関する教育が必要

　母乳育児を推進していくためには、母乳育児を正しく

理解することが必要である。そのためには、妊産婦に対

して「保健センター、病院などでの教育が必要」（28名）、

f妊産婦への母乳保育に関する教育が必要」（21名）、ヂ母

乳育児の相談、指導が受けられるところ、機会がほしい」

（14名）であった。また、妊産婦にっいては「母乳につ

いて知識が少ない母親、母乳保育がめんどうであると思

う母親が多い」（10名）と感じ、母乳分泌促進のために

は、ゼ妊産婦への母乳分泌に有効な食生活の推進が必要」

（6名）としていた。母乳育児の指導者に関してはr指

導者の知識不足のため、今後スキルアップが必要」（10

名）であり、r養成校における教育の充実が必要3（9名）

との意見があった。

　一方、妊産婦本人のみならず、ヂ指導者の知識不足のた

め、今後スキルアップが必要」（20名）、また、「アレル

ギー児をもっ授乳婦への食事指導がわからないので、専

門的な教育が指導者に必要」（6名）としていた。さらに、

「妊産婦以外に、その家族にも教育が必要」（3名）と感
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じていた。

4－3．母乳育児推進には社会のシステムの充実、周囲の

　協力が必要

　妊産婦は、「母乳で育てたくても、仕事や母乳不足で、

母乳育児できないのが現状涯（15名）であるために、「社

会全体で母乳育児の支援体制を整えることが重要」（12

名）、「保育所などで冷凍母乳への理解を進め、積極的な

導入を希望」（10名）しており、「母乳育児しやすい環境

づくりが必要」（4名）と感じ、r母乳バンクの創設を希

望嶽2名）する者もみられた。また、働きながら子育て

をする女性も増加していることから、「育児休暇の制度を

充実させるべき」（7名）、「職場の理解が不可欠」（7名）

と感じていた。さらに、「母乳育児へ父親、家族の理解を

促し、協力を求めることが必要藩（5名）としていた。

4－4．母乳育児推進に医療機関の影響が大きい

　妊産婦自身は母乳育児を望んでいても、「医療機関の方

針に母親が大きく影響される」（9名）ために、r医療機関

でミルクを勧めないでほしい3（16名）と感じる者が多

かった。また、ゼ医療機関の方針を統一してほしい」（4

名）と感じる者もあった。

ミルクを与えるように指導することが重要」（2名）と、

母乳育児偏重により招来される母親のプレッシャー軽減

を図る意見が出された。

4－7．母乳育児にこだわりすぎる人への対応が必要

　母乳育児の推進は重要であるが、その反面、f母乳分泌

量が少ないのに母乳にこだわる、離乳食をなかなか進め

ていかないなど、母乳育児にこだわりすぎる人への対応

が困難」（12名）とする者が多かった。また、嘲0の母

乳育児についての対応を正しく理解しないで、1歳6か

月頃まで母乳だけで育てている人への対応に苦慮」（2

名）する者もみられた。

4－8．気負わず、楽しい子育ての勧め

　母乳育児は「気負わず楽しく、ストレスをためないよ

うに、楽な気持ちで子育てができるような環境整備が必

要ゴ（16名）、「個々人の生活背景に合わせた母乳育児の

指導が重要」（10名）、ギ母乳を十分に与えられるために

は、精神的にリラックスしていることが重要」（3名）と、

子育て支援の立場からの意見が出されていた。

四．考察

4－5．『母乳育児10力条」の普及・啓発が必要

　母乳育児を推進するためには、巨母乳育児10力条」の

普及、啓発を推進すべき」（14名）とした者が多かった。

しかし、分娩後30分以内に母乳を与えることや母子同室

など、「「母乳育児10力条」の普及、啓発の推進は望まし

いが、環境が整備されていない現状では、母親がプレッ

シャーを感じる」（2名）と、ヂ母乳育児10力条」の普及、

啓発に対しで填重な意見もあがっていた。

4－6．母乳分泌量の少ない人、母乳の出ない人、母乳を

　与えられない人への配慮が必要

　最も多かったのが、r母乳分泌量の少ない人、出ない人

に対して精神的、肉体的なケアが必要、罪悪感をもたな

いような配慮、周囲の理解、支えが必要」（33名）であ

った。「母乳を与えたくても出ない人、与えられない人へ

の対応、精神的ケアが不明、パンフレットなどで紹介し

てほしい」（12名）、r母乳育児を強調しすぎてプレッシ

ャーを感じるので、ストレスをかけない個別の対応が必

要」（9名）、「母乳の出ない人、少ない人への対応が広ま

ることが必要3（6名〉と、母乳育児を実践しようとして

も、様々な理由によりできない人への対応に苦慮してい

る様子がうかがわれた。

　その一方で、「母乳育児一スキンシップがよくとれる、

という図式は母親に負担を与える達（4名）との意見があ

り、「母乳の出ない人、少ない人は混合栄養でやむをえな

い」（7名）、「母乳を与えられないのならば、無理しない

で子どもをしっかり抱いて、スキンシップをとりながら、

1．r母乳育児⑳力条」と栄養士の関わり

　母乳育児には、多くのプロセスが必要であるために、

その推進には様々な分野の専門家の支援が必要とされて

いる。本研究結果から、栄養士は「母乳育児10力条」に

ついて、「内容についてよく知っていた」者は6．1％と少

なく、また、それを実践している者は、わずかに1．0％

であることが明らかにされた。このr母乳育児10力条」

は、母乳育児を支援するために必要とされる産科でのケ

ア、業務をまとめたものではあるが、母乳育児を推進す

る上で遵守すべき基本的事項が科学的根拠の裏づけに基

づいて書かれており3）、栄養士においても、「母乳育児

10力条」を正しく理解した上で、実践していくことが必

要であると考える。

　なお、一部に、r母乳育児10力条」を母乳の栄養面や

衛生面からのみ捉えて、開発途上国向けに書かれたもの

であると解釈し、日本の現状にはそぐわないとする考え

もあるが、これは問題の本質を捉えていない4）。確かに

開発途上国においては、母乳育児の栄養面、衛生面の利

点が多く感じられる。しかし、先進諸国においては、母

乳育児による母子相互作用が注目され、母乳栄養から母

乳育児へと視点が移行していること5）、さらに、近年で

は、ヂ母乳育児10力条」の理念は、ハンディキャップを

もつなど、母乳を与えることが困難な場合も含めた全て

の親子への育児支援に広げられていること4）などから、

β本においても、栄養士を含む母子保健に関わる全ての

職種がヂ母乳育児10力条」を正しく理解し、その普及・

啓発に努めていくことが強く望まれる。
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2。栄養士の仕事上の母乳についての位置づけ

　本研究結果においては、r母乳育児10力条」の認知度

は「まったく知らなかったj者、ド聞いたことはあるが、

内容までは知らなかった」者が全体の61．9％と多かった

にもかかわらず、自由記載において「母乳育児に賛成、

積極的な推進が必要3としたものは調査対象者721名の

うち50名（6。9％）にすぎなかった。また、r母乳育児に

関する教育が必要」とした者も117名（16。2％）と少な

かった。この母乳育児推進について、消極的とも思える

姿勢の原因を以下に考察する。

　これは、栄養士が母乳育児は大切であると漠然とした

思いは抱いていても、栄養士が母乳育児の重要性にっい

ての教育を、養成施設校や卒業後に受けていないために、

実際にどのように母乳育児を推進していったらよいのか

わからない現状があるのではないかと考える。では、母

乳育児についての教育が栄養士にほとんど実施されてこ

なかったのはなぜか、その理由はいくっか考えられよう。

　まず、一っには、妊婦への妊娠糖尿病や妊娠高血圧症

候群の発症予防に有効な食事、離乳食などについては、

それぞれの食事や離乳食に栄養士が直接栄養教育、食事

指導が可能である。一方、母乳にっいて考えると、乳児

のゼ食事」であるとは理解しているものの、母乳は母親

からの分泌物であり、その分泌量、質については、母親

の食事を通じた介入しかできない間接的なものであるた

めに、直接的な指導のできる妊婦の食事や離乳食とは別

のものとして捉えており、教育の重点対象からはずれて

いるのではないかと思われる。

　また、他の理由としては、栄養士の妊婦に対する栄養

教育、食事指導の効果は、母親の体重や血糖値の変化な

どから、栄養土自らが把握可能である。しかし、母乳に

ついては、たとえ母親へ栄養教育、食事指導を実施した

としても、その効果が、栄養士には実感しにくい現状が

ある。これも母乳育児に栄養士が積極的でない理由とし

て考えられる。

　さらに、その他の理由としては、「母乳育児10力条涯

は乳児の立場から母乳育児を捉え、母親や医療関係者の

とるべき行動について述べられている。しかし、現在、

栄養士は授乳婦のアルコールやカフェインの摂取による

母乳成分への影響、授乳婦の除去食による乳児のアレル

ギー性疾患発症予防など、授乳婦の食事から母乳成分を

考えることはしても、乳児の立場から母乳を捉えていな

いことが多く、それも、栄養士の「母乳育児10力条」の

認知度、実践度の低さにつながり、母乳育児に消極的な

理由と思われる。

　今後、栄養士は母乳を乳児の立場から捉え、自分たち

も積極的に母乳育児推進に寄与していく気概を示す必要

があると考える。

3．妊産婦の現状に合わせた母乳育児指導の必要性

　多くの栄養士は妊産婦本人およびその家族、指導者、

養成校の学生に薄する母乳栄養、ならびに母乳育児につ

いての教育の必要性を訴えていた。その結果から、栄養

士は母乳栄養にとどまらずに母乳育児の視点からの学び

を深め、それを妊産婦への教育につなげていく必要があ

ると考える。その際、近年の調査において、適切な食品

選択や食事の準備のために必要な知識・技術が「まった

くない」、「あまりない3と回答する者が、20歳代および

30歳代の女性の約50％に見受けられること6〉、さらに、

自分の健康づくりのために栄養や食事にっいて「あまり

考えない」、rまったく考えない」と回答する20歳代およ

び30歳代の女性が約25％見受けられること7〉から、妊

産婦の多くは、食に関する知識や技術が不足している状

況が推察される。そこで、栄養士は妊産婦のこのような

現状を把握した上で、対象者に合わせた具体的な栄養教

育の実施、ならびに食事内容の提案が望まれる。

4・母乳の出ない人、与えられない人への配慮

　母乳育児の推進にあたり、母乳育児を強調しすぎて、

母乳分泌量が少ない人、母乳の出ない人、母乳を与えら

れない人への配慮の欠如や、配慮の難しさを訴える意見

も多数出されていた。これについては、専門職の言葉の

影響は大きく、その一言が伝える側の意識していないよ

うな強い印象を与える場合のあること、ならびに母乳育

児を推進する際に、身体的、精神的、社会的状況のそれ

ぞれ異なる妊産婦の存在することを常に念頭に置いた教

育、指導が求められる。

　母乳を出す努力をしても出ない、あるいは少量しか出

ない場合や、母親の勤務の都合で母乳育児ができないよ

うな場合には、母親にプレッシャーを与えないように、

母乳育児に固執することなく、粉ミルクを勧める指導が

必要となる。その際は、栄養法の如何に関わらず豊かな

母子関係が確立するように配慮した指導が重要である。

　一方、母乳育児が可能であるにもかかわらず、母親の

母乳栄養、母乳育児に対する無理解から安易に混合栄養

へ切り替えてしまうことは、たいへん残念であると思わ

れる。このような母親を一人でも少なくしていくことが、

今後必要である。そのためには、母親が母乳育児につい

て気軽に相談できる場所を増やすことが望まれる。また、

母乳不足感などから、母乳育児について母親が自信を喪

失しかけた時、相談を受けた栄養士が安易に混合栄養へ

の切り替えを指示することは慎まなければならない。そ

れには、栄養土自らの母乳栄養についての正確な理解と、

「母乳育児10力条」の中に込められた栄養面だけにとど

まらない、母乳育児の本質を正しく理解することが重要

であると考える。

5．母乳にこだわりすぎる人への配慮

　母乳育児にこだわりすぎる人への対応に苦慮してい

る栄養士の意見が、自由記載にみられた。母親が母乳育

児にこだわりすぎる原因としては、母親自身の母乳育児
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に対する誤解、ならびに周囲の者による母乳育児の強調

のしすぎにより、母親が「母乳育児＝良い母親、母乳育

児以外皿母親失格」と、二者択一の思考をしがちなこと

などが考えられる。そこで、栄養士は、母親に対して母

乳育児の正しい理解を促す教育が重要である。そのため

には、母乳育児に関わる専門家が、科学的な根拠に基づ

いて業務を行い、賛否両論のある研究結果にっいては、

その両方を紹介し、母親が偏見をもたずに解釈すること

ができるよう、情報を提供することである。また、専門

家は、最終的なケアの受け手である母と子の個々の二一

ズを尊重しながら、専門的なサービスを提供し、母親が

十分な情報を得た上で自ら栄養法を選択できるようにす

ることが必要であると考える。

V．結論

多くの専門分野を包括した知識が必要であり、それに関

わる専門職種も、医師、保健師、助産師、看護師、栄養

士、ソーシャルワーカーなど多岐にわたる。これらの専

門家たちに必要とされるのは、母乳と母乳育児を軸とし

て、包括的に母乳育児支援を行うことである。今後、栄

養士は、母乳育児支援に重要な役割をもつ専門家として

の自覚をもち、他職種からも認められるように変わっ

ていくことが必要である。そのためには、栄養士自らが、

母乳育児について学びを深めていくこと、さらにその学

びを母親とその家族や思春期の女性への母乳育児の教育

に活かしていくことが重要である。
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　母乳育児を推進するためには、母乳栄養や母乳育児に

関する正しい理解が必要である。そこで、本研究におい

ては、母乳育児の推進に寄与する知見を得るために、現

在、栄養士として働いている721名について、1989年に

WHO／UMCEFが共同声明で発表したr母乳育児成功のため

の10力条3（以下「母乳育児10力条」）の認知度、実践

度、ならびに母乳育児に関する意識調査を実施した。

　その結果、栄養士の「母乳育児10力条」の認知度、

実践度は大変低かった。しかし、母乳育児を積極的に推

進していこうとする者や、母乳育児に関する教育の必要

性を感じている者は少なく、栄養士の母乳育児について

の関心は低かった。一方において、母乳の出ない母親、

与えられない母親への配慮の必要性をあげる者が多かっ

た。また、母乳にこだわりすぎる母親への対応に苦慮し

ている様子がみられた。

　母乳育児の確立には、複雑多様な要素が含まれるため、
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表屡調査地域 表2調査対象者の性別 表4調査対象者の勤務部門

地区 人数　　（％） 性別 人数　　（％） 部門 人数　　（％）

北海道

宮城県

福井県

埼玉県

東京都

千葉県

静岡県

滋賀県

大阪府

兵庫県

鹿児島県

26

58

74

39

112

64

164

　8

54

108

14

（3．6）

（8．0）

（10．3）

（5．4）

（15．5）

（8、9）

（22。7）

（1．1）

（7．5）

（15．0）

（1．9）

男性

女性

不明

13　　（1．8）

676　（93．8）

32　　（4．4）

合計 721　　　　（100）

721　（屡00）

表3調査対象者の年齢
年齢群　　人数　　（％）

合計

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

不明

220

152

161

113

16

59

（30．5）

（21．1）

（22．3）

（15．7）

（2．2）

（8、2）

行政

社会福祉施設

医療施設

企業

幼稚園

大学・短期大学・

専門学校

小・中・高等学校

その他

不明

282　　　　（39．1）

197　（27．3）

77　（10．7）

14　　（1．9）

12　　（1．7）

9　　（1．2）

3
72

55

（0．4）

（10．0）

（7．6〉

合計

合計

721　（100）

721　　　　（100）

表5「母乳育児を成功させるための10力条」全体の年齢別認知度

20歳代 30歳代

年齢群

40歳代 50歳代　　60歳代以上　　不明　　項目別合計
まったく知らな

かった
10マ　（45．9）　　54　（35．5）　　55　（34．2）　　30　（26、5）　　　3　（18．8）　　葉5　（25、4）　　258　（35．8）

聞いたことはあ

るが、内容まで

は知らなかった

51　　（23．2）　　　37　　（24．3）　　　37　　（23．0）　　　35　　（31．0）　　　　7　　（43．8）　　　21　　（35．6）　　188　　（26．1）

少しならぱ内容

を知っていた
54　　（24．5）　　44　（28．9）　　57　（35．4）　　38　（33、6）　　　4　（25．0）　　　18　（30．5）　　215　（29。8）

内容についてよ
く知っていた

”　（5．0）　16（10．5）　9　（5．6）　4　（3。5）　2（確2．5）　2　（3．4）　44　（6．1）

　谷についてよ
く知っており、そ

れを職場で実践
している

1　（0、5）　0　（0．0）　2　（1．2）　3　（2．7）　0　（0．0）　1　（1．7）　7　（1、0）

不明 2　　　（0．9）　　　　1　　（0．7）　　　　1　　（0．6）　　　　3　　　（2．7）　　　　0　　　（0，0）　　　　2　　　（3．4）　　　　9　　　（1。2）

年齢別合計 220　　（100）　　152　　（で00）　　で61　　（100）　　1マ3　　（，00）　　　ヨ6　　（箸00）　　　59　　（100）　　72署　　（100〉
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表6r母乳育児を成功させるための沁力条」各項目別の年齢別認知度
「母乳育児10力条」

　　　　　ホの項目番号　　　20歳代

年齢群

30歳代 40歳代 50歳代　　60歳代以上 不明 項目別合計

葉

2
3
4
5
6
7
8
9

唯0

21

26

25

35

24

30

34

49

26

19

（9。5）

（11．8）

（胴．4）

（15．9）

（雁0，9）

（壌3。6）

（15．5）

（22．3）

（11．8）

（8．6）

20

22

28

46

23

32

45

5循

28

22

（13．2）

（14．5）

（唯8．4）

（30．3）

（剣5．壕）

（21．1）

（29．6）

（33．6）

（唯8。4）

（雁4、5）

葉8

20

29

47

2唯

33

50

52

24

17

（壌1．2）

（薩2．4）

（唯8．0）

（29．2）

（羽3．0）

（20．5）

（3薩．唯）

（32．3）

（14．9）

（10．6）

16

17

重8

26

21

2倒

31

34

16

噴6

（14。2）

（15．0）

（筆5、9）

（23．0）

（倒8．6）

（18．6）

（27．4）

（30．確）

（詞4．2）

（14．2）

2
2

5
6
4
3
5
5
4
2

（12．5）

（12．5）

（3葉．3）

（37．5）

（25．0）

（葉8．8）

（31．3）

（31。3）

（25．0）

（悉2。5）

4
5

13

14

（6．8）

（8．5）

（10．2）

（15．3）

（10．2）

（11．9）

（22，0）

（23．7）

（11．9）

（胴．9）

81

92

奮“

唯69

99

（“．2）

（磨2。8）

（唾5．4）

（23，4）

（磨3．7）

126（壌7。5）

噛78（24．7）

205（28．4）

105（舗．6）

83（壌1、5）

年齢別合計 220　　（100）　　唾52　　（100）　　剣61　　（100）　　雁眉3　　（100）　　　16　　（で00）　　　59　　（100）　　72調　　（100）

ガ母乳育児を成功させるための10力条蛋ユニセフ・W腿0による共同声明ゾ

　1。母乳育児の方針を全ての医療に関わっている人に、常に知らせること

　2．全ての医療従事者に母乳育児をするために必要な知識と技術を教えること

　3．全ての妊婦に母乳育児の良い点とその方法を良く知らせること

　4．母親が分娩後、30分以内に母乳を飲ませられるように援助をすること

　5．母親の授乳の指導を充分にし、もし、赤ちゃんから離れることがあっても母乳の分泌を維持する方法を

　　教えてあげること

　6．医学的な必要がないのに母乳以外のもの、水分、糖水、人工乳を与えないこと

　7．母子同室にすること。赤ちゃんと母親が旧中24時間、一緒にいられるようにすること

　8．赤ちゃんが欲しがるときに、欲しがるままに授乳をすすめること

　9．母乳を飲んでいる赤ちゃんにゴムの乳首やおしゃぶりを与えないこと

　沁．母乳育児のための支援グループを作って援助し、退院する母親に、このようなグループを紹介すること
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表7母乳育児についての考え（自由記述のまとめ）
番号 大項目 人数 小項目 人数

肇
母乳育児に賛成、積極的な推進
が重要

50

母乳育児を積極的に推進すべき、母乳育児のよさを普及させることが

重要
葡庸庸需需庸嗣廟鳳隔嗣需需關隔禰需需需隔襯閣讐閣幽幽閣墜幽幽“一謄憎階一鱒一鶴嶺葡嗣顧禰轍扁欄嚇扁需需嗣需需閣謄一一齢凹一幽闇圏曙一

母乳育児は母子のコミュニケーシ凝ン、スキンシップの点で優れてい

るので、推進すべき

　31
縢　凹　謄凹縢　圏　一　一

　19

2 母乳育児に関する教育が必要 1葉7

保健センター、病院などでの教育が必要
一－一一

28
　　　　　　　　騰m榊　葡葡備　囎榊㈲　葡扁　葡勲榊　榊　葡　鳳　騙　葡　篇　騙　嗣　需漏　隔　聞　隔層一　一　一　陽謄

妊産婦への母乳保育に関する教育が必要
臨瞥幽

楠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－瞠一騰口讐隣韓欄構閏騨騰幽篇鱒熊葡備漏顯禰葡楠葡鳳鳳禰需騙隔扁扁葡扁

指導者の知識不足のため、今後スキルアップが必要

　21
需需葡囎嗣ロー幡

　20
一一一一一一一一　圏　一凹一一　一　隅　旧　脚　略欄　縢旧　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔一一　一　一咀一　一一　幽嘗醤糟謄　圏　墜糟　一

母乳育児の相談、指導が受けられるところ、機会がほしい 　幽14

　轍
嚇榊繍鷺葡轍轍榊騨榊勲繭繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幡一圃閣葡閣脚聞階聞幽圏膨6幽幽幽噸鱒樽陣榊繭噂

母乳について知識が少ない母親、母乳育児がめんどうであると思う母

親が多い
　　　　鳳需禰　隔需禰　庸需　隔　需一聯　哺　閣　朧旧　閣　幡“　闊　墜　階　階構　幽　備墜髄　一　幽　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　騙騙鳳鳳廓騨禰鳳騙鳳廓養成校における教育の充実が必要

　肇0
一印需顯葡廟禰需

　9
勝　幽　嘗一　圏　圏　墜一

　6
凶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨齢輯　凹　購騨　階輯榊　騨　購　聯　縢榊　騨襯葡　葡楠漏廓　騙　鳳隔需　鳳　葡　隔　隔需　隔　閣　階糟一　階幽　囎墜　圏憎　幽　幽墜髄　国　墜一　幽　墜糟

妊産婦への母乳分泌に有効な食生活の推進が必要
嶺　　　　脚購鱒鱒篇榊葡榊縣鴨庸葡榊榊鳳需扁需需隔“禰聾襯閣購齢閣幽響讐幽幽一階騨幽謄一剛口葡鱒構廓轍構禰繭轍繍廓葡

アレルギー児をもつ授乳婦への食事指導がわからないので、専門的

な教育が指導者に必要
墜嘗幽咀幽一一凹一凹薗一齢糟騨　圏糟圏脚m階幽幽陶噌麟韓繍廓葡葡縣需庸隔廓鳳禰需縢鳳篇需篇旧“階構髄階謄鱒階幽幽薗幽一幽一轡働幽墜幽階

葡繭漏廓廓噂繭葡

　6

　3妊産婦以外に、その家族にも教育が必要
一一幽一墜一幽μ

3 62

母乳で育てたくても、仕事や母乳不足で、母乳育児できないのが現状
縢聯葡㈲篇騨隅轍構鱒襯囎鵜購囎　縢勲繍胤篇榊篇嚇顯葡葡鳳榊扁葡葡廟隔禰隔囎需需6謄一圏昌瞠四階幽騰齢髄騨騰鱒鱒鱒鱒欄廓繭榊榊噺繍楠鱒葡

社会全体で母乳育児の支援体制を整えることが重要
葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶劇騨脚葡葡葡葡鳳禰禰葡扁囎禰葡鳳葡騙庸禰

　15
騨鱒轍葡繭廓鴨幽

葡葡騨囎繭繭葡囎

保育所などで冷凍母乳への理解を進め、積極的な導入を希望
憎一隅

12

10
凹一讐凶一幽鱈

7
　　　　　幽　剛　購口　階頓禰襯　輯蝉脚　陶　顧　葡　騨　騨囎榊　鳳　榊　騰嶋　葡　榊　篇楠禰嗣　榊嗣葡　団閑　一　暦　国一

育児休暇の制度を充実させるべき
　　　　　葡葡隔葡備勲葡葡需隔隔鳳鳳需襯彌需需鳳篇閣需欄需縢需轍備繕謄“幽憎幽階一幽

母乳育児推進には社会のシス
テムの充実、周囲の協力が必要 職場の理解が不可欠

廟榊禰　葡聯囎囎榊繭　繍　購禰　嚇葡繍　隔囎　榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　需襯　鳳　襯篇　囎　贈　隔　一　“　謄m償謄　齢　墜幽　幽　幽　幽

　鞘7
母乳育児へ父親、家族の理解を促し、協力を求めることが必要
幽讐鱒　騰墜閣　幽鱒幽一一　一　階一隅　昌幽幽　階騨働隣鱗憎　鞘　齢繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　鳳　需　騙需　需需需篇　隔襯階　一　閣　謄謄憎　幽　麟一　階　階葡　一

　“麟幽幽
　5
階閑欝　階　罷謄響　聞

母乳育児しやすい環境づくりが必要 4
　　　　　　繍榊備篇榊繭葡需葡縣需鳳需禰扁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽幽騨階麟幽幽口鞘脚鱒鱒

母乳バンクの創設を希望
幽墜麟口騨単口幽

　2

4
母乳育児推進に医療機関の影
響が大きい

29

医療機関で粉ミルクを勧めないでほしい 　16
鱒髄鞘閣幽脚騨幽

　9
瞠一幽階幽幽閣瞥

　4

　　　　　　　　　　閣　需禰　騙　隔　隔　需需需　閣　閣　幡篇　糟　隔謄　閣糟　劇　階一　幽　幽　階嘗齢謹　幽　幽　麟幽　鞘　口御一　噸

医療機関の方針に母親が大きく影響される
縣葡襯騰篇鵜購嶋鱒備騨繭胤篇榊轍榊脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁需需需需需顧需襯扁閣齢騨顧隔構圏一鱒階糟幽幽幽階幽謄一幽階幽圏墜“一騨

医療機関の方針を統一してほしい

5
r母乳育児の10力条」の普及・啓

発が必要
16

r母乳育児の沁力条』の普及、啓発を推進すべき
隔需需需篇襯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹“謄幽縢糟圏“幽墜一一凹醤幽－営墜憎幽幽断“一口讐“構閑旧繍嚇葡繭庸轍繭脚脚鱒

「母乳育児の10力条』の普及、啓発の推進は望ましいが、環境が整備
されていない現状では、母親がプレッシャーを感じる

　14
鞘麟鞘幽騰鞘騰葡

　2

6
母乳分泌量の少ない人、母乳の
出ない人、母乳を与えられない

人への配慮が必要

73

母乳分泌量の少ない人、母乳の出ない人に対して精神的、肉体的な
ケアが必要、罪悪感をもたないような配慮、周囲の理解、支えが必要

薗　一　階糟　幽憎一　一　鵬墜o

33

　　　　　　　　幽　閣幽　幽　瞥“　階墜幽　階階　閣　幽　輯幽　幽劃　鱗幽　階　贈　購構繭　階榊麟欄　鱒　繍　葡　繍欄　繭　階轄　胴　廓鱒　欄

母乳を与えたくても出ない人、与えられない人への対応、精神的ケア

が不明、パンフレットなどで紹介してほしい

購齢働幽唱嘩槽購

　肇2
　　　　　一　願緬　囮一団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　階齢悌鞘　繭　鞘欄　㈲榊

母乳育児を強調しすぎてプレッシャーを感じるので、ストレスをかけな

い個別の対応が必要
“齢隅一一一一　昌6一一　幽一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　墜一　圏　欝瞠　幽　幽一　階墜幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　廓顧　葡　縣榊　聯葡　葡　廓

母乳の出ない人、少ない人は混合栄養でやむおえない
鱒　鱒　騨鱒憎髄構　隣齢醤幽　階幽　隅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌繭　騨鱒鱒　脚　鱒構　幽　髄幽　陶　脚嚇弾　輌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳葡　鳳　鳳葡　榊　鳳需

母乳の出ない人、少ない人への対応が広まることが必要
榊繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欄　鱒　購鱒　聯欄繭　繍　鯖嚇嚇楠　庸榊榊　胤庸繍葡榊　繭　繍榊榊　鳳葡庸葡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謄需閣　聯需　廟　隔一

母乳育児躍スキンシップがよくとれる、という図式は母親に負担を与

える
扁嚇葡　鳳　繍　繭　楠　庸禰葡葡　嚇榊庸禰榊　庸繭榊　繭廟　篇鳳噺襯　脚　廓　鳳禰　葡　縣漏　扁　鳳需　隔需顯　需　騙　需需禰　需葡需　一需需嗣　嗜謄罷階憎　圏　一　嘗一　圏　幽一　圏一一　墜

母乳を与えられないのならば、無理しないで子どもをしっかり抱いて、

スキンシップをとりながら、粉ミルクを与えるように指導することが重

要

　9

榊葡葡鞠廟葡騨葡

　7
榊榊禰繭鳳葡篇鳳

　6
需　葡漏襯　旧　麟幡需

　4

騰聯　階　喩囎　贈　旧需

　2

7
母乳育児にこだわりすぎる人へ

の対応が必要
14

母乳分泌量が少ないのに母乳にこだわる、離乳食をなかなか進めて

いかないなど母乳育児にこだわりすぎる人への対応が困難
12

旧　圏　聾一一一一　一　聞一6凹一　一　一凹　凹　墜凹　囮　縢齢　國　階謄響響幽　謄糟　圏　階糟　幽　幽髄　幽　一幽　圏　謄階墜

WHOの母乳育児についての対応を正しく理解しないで、1歳6か月頃

まで母乳だけで育てている人への対応に苦慮 2

8 気負わず、楽しい子育ての勧め 29

気負わず楽しく、ストレスをためないように、楽な気持ちで子育てがで

きるような環境整備が必要
16

扁　一篇需　隔篇禰庸轍庸囎鼎葡　繭　胤篇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳需鳳　嚇繭廟　庸廟　扁　繭葡　隔　鳳需編葡　旧隔一旧　一　驕糟　一　一　一薗一　圏　一6　一　圏謄一

個々人の生活背景に合わせた母乳育児の指導が重要
篇一一　一一鳴葡需扁葡　篇繭偏葡葡　葡葡襯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庸　扁葡　嗣　旧　一嗣岡　一　一一一　嗜胴一願　隔一一　一　嗣　圃　隔一

母乳を十分に与えられるためには、精神的にリラックスしていることが

重要

　　一
　10
需葡葡需葡庸葡鴨

　3
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